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研究成果の概要（和文）：サルコペニアは加齢に伴う筋肉量の減少から、筋力や運動機能の低下、低栄養状態を
誘導する病態であり、全身疾患、口腔機能、栄養状態との関連が明らかにされつつある。本研究ではアルツハイ
マー型認知症高齢者の嚥下機能低下に関する予知因子を明らかにする事を目的とし、ベースライン時のADLや認
知機能、他の口腔機能評価を検討した。結果1年後に嚥下機能が低下する予知因子として、舌苔の付着、挺舌お
よび口唇閉鎖の可否、タ・カ音の不明瞭が挙げられた。これらの因子は、舌の運動機能、口唇閉鎖や舌の巧緻性
といった、従来要介護高齢者の嚥下機能低下に関する因子として既知のものであり、本調査結果の妥当性を示す
ものと考える。

研究成果の概要（英文）：Sarcopenia is a disease state that induces muscle strength and motor 
function, reduction of muscle function and malnutrition due to age-related muscle mass reduction, 
relation between systemic disease, oral function and nutritional status is being clarified. In this 
study, ADL and cognitive function at baseline and other oral function evaluation were examined for 
the purpose of clarifying predictive factors concerning deglutition function of the elderly with 
Alzheimer type dementia. Results As a predictive factor that the swallowing function declined after 
1 year, it was cited whether adhesion of tongue sticks, propriety of tongue and lip closure, or 
ambiguity of tachi and tone were noted. These factors are known as factors related to deterioration 
of swallowing function of elderly people who need long-term care such as movement function of the 
tongue, lip closure and tongue skill, and it is considered to indicate the validity of this 
investigation result.

研究分野：口腔衛生学
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１．研究開始当初の背景 
日本は高齢化率 25％を超える世界有数の長
寿国家であり、これまで高齢者に関する調査
研究は数多く行われてきた。その中でも高齢
者が健康障害に陥りやすい状態をさす概念
としてフレイルティ（虚弱）が注目されてい
る。また、フレイルティの中核をなすサルコ
ペニアは加齢に伴う筋肉量の減少から、筋力
や運動機能の低下、さらには低栄養状態を誘
導する病態であり、その診断基準の確立と共
に、全身疾患、口腔機能、栄養状態との関連
が明らかにされつつある。アルツハイマー型
認知症は変性疾患であり，進行とともに様々
な機能が低下する。特に摂食嚥下機能の低下
は重篤な状態を引き起こす症状の一つであ
り、嚥下障害と全身の関連については，先行
研究（横断研究）において，義歯の装着，栄
養状態や認知機能との関連が明らかとなっ
ている。しかしながら，横断研究では嚥下機
能低下との因果関係は検討できないため，縦
断研究を行う必要がある。 
２．研究の目的 
本研究は，アルツハイマー型認知症高齢者の
嚥下機能低下に関する予知因子を明らかに
することを目的とし，縦断研究を行いベース
ライン時の ADL や認知機能，他の口腔機能
評価を検討した。 
３．研究の方法 
2015 年および 2016 年の調査に参加したＡ県
Ｏ町在住のアルツハイマー型認知症高齢者
のうち， 2015 年に改定水飲みテスト
（Modified Water Swallowing Test; MWST）
の判定が 5であった 63 名（平均年齢 86.1±
5.3 歳，男性 6名，女性 57 名）を対象とした。
対象施設は介護老人保健施設，特別養護老人
ホーム，グループホーム，通所介護事業所と
した。調査項目は，性，年齢，要介護度，認
知症重症度（Clinical Dementia Rating; CDR），
Barthel Index（BI），口腔ケア介助拒否，舌
苔の付着状況，挺舌および口唇閉鎖の可否，
構音明瞭度とした。2016 年の MWST の判定が
5の者を維持群（47 名），5以外に低下した者
を低下群（16 名）とし，2015 年のベースラ
イン時の調査項目を比較して予知因子の検
討を行った。カテゴリー変数はカイ二乗検定
あるいは Fisher の正確検定，連続変数には
Mann-Whitney U 検定を行い，さらに 0：維持
群，1：低下群を従属変数として，予知因子
ごとに要介護度とCDRで調整し多重ロジステ
ィック回帰分析を用いて検討を行った。解析
には IBM SPSS Statistics23 を用いて，有意
水準 5％を有意差ありとした。なお、基礎代
謝計（MEDGEM）を用いた測定も同時に実
施 したが、健康除外群にのみ測定可能であ
ったため、実施不可能であった。 
４．研究成果 
年齢，要介護度，CDR，BI に有意差は認めら
れなかったが，舌苔の付着，挺舌および口唇
閉鎖の可否，タ・カ音の明瞭度において有意
差が認められた。 

 
 
 



 
1 年後に嚥下機能が低下する予知因子として，
舌苔の付着，挺舌および口唇閉鎖の可否，
タ・カ音の不明瞭が挙げられた。これらの因
子は，舌の運動機能，口唇閉鎖や舌の巧緻性
といった，従来，要介護高齢者の嚥下機能低
下に関する因子として既知のものであり，本
調査結果の妥当性を示すものと考える。 
嚥下機能低下群で有意に口腔ケア介助拒否
の者の割合が多かったことから，認知症の症
状の一つである周辺症状の出現と嚥下機能
低下との関連が明らかとなった。口腔周囲の
運動機能は変性疾患であるアルツハイマー

型認知症の症状による影響が大きく，これら
の低下を抑止するのは困難であるが，介助拒
否は介入余地があると考える。 
さらに，各予知因子についてロジスティック
回帰分析を行ったところ，口腔ケア介助拒否
に お い て オ ッ ズ 比 9.72 （ 信 頼 区 間
1.97-47.98）で有意に関連していることが明
らかとなった。 
以上の結果より，口腔ケア介助の拒否がある
場合には，拒否症状を理解した上で適切な対
応が必要となることから，環境を整える，声
掛けに配慮するなど認知症対応力を備えた
歯科衛生士が専門的な介入を行う必要があ
る。また，日常的に適切な口腔ケアを実施で
きるよう，介護者に対して指導を行っていく
必要がある。 
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